
令和５年度 

「デザイン実践」シラバス 
沖縄県立那覇工業高等学校 

教科名 対象学科 学年 科目名 単位数 学期 必修・選択 
工業 グラフィックアーツ科 １ デザイン実践 ２ 全 必修 

使用教科書 デザイン実践 補助教材 
新・カラーイラスト印刷技術 
ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾃﾞｻﾞｲﾝ検定問題集 

 
 
○ 工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，社会や生活に

おける諸課題をデザインによって解決することに必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指

す。 

 
 
○ デザインについて社会や生活との関係を踏まえて理解するとともに，関連する技術を身に付けるよ

うにする。 
○ デザインにより解決できる課題を発見し，技術者として科学的な根拠に基づき構想を立て解決する

力を養う。 
○ デザインによる豊かで快適な生活空間を構築する力の向上を目指して自ら学び，工業の発展に主体

的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

 
 
○ 次の三つの観点に基づいて学期毎に評価し、１，２学期は現在の状況を表す評価として観点別の

ABC で評価します。三学期は年間を通して総合的に判断し、五段階評定をします。 
評価の観点 内  容 評価方法 

① 知識・技能 安全・安心で快適な生活環境を構築し改善するために，
デザインについて社会や生活との関係を踏まえて理解す
るとともに，ものづくりにおける様々な状況に対応でき
る知識を身に付けている。 

定期テスト、豆テストなど

によって評価します。 

② 思考・判断 
表現 

デザインにより解決できる課題を見いだし，単に表面的
なデザイン性だけを優先するのではなく，デザインが社
会や生活に与える影響に対して責任をもち，科学的な根
拠に基づき構想を立て解決する力を身につけている。 

自らの考えや意見をまとめ

る課題やレポート課題によ

って評価します。 

③ 主体的に取

り組む態度 
デザインによる豊かで快適な生活空間を構築する力の向
上を目指し，人々が求めているものや社会の動向の情報
を基にした機能を製品化する方法について自ら学ぶ態度
や，工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を身
につけている。 

振り返りシートや、グルー

プワークの提出、ファイル

の内容によって評価しま

す。 
 

 
 
○ グラフィックデザイン検定３級対策もこの教科で行います。 
 

 

１科目の目標 

２学習の方法 

３評価の方法 

４その他 



月 

予

定

時

数 

実

施

時

数 

指導項

目 
指導内容（教科書） 

評価の観点 評価規準・評価方法 
振り

返り 知 思 態 知識・技術 
思考・判断・

表現 

主体的に取

り組む態度 

4 

５ 
12   

(１)工業
におけ
るデザイ
ン 
ア．工業
製品の
企画と
計画 
 
イ．ニー
ズとデザ
イン 

 ・デザインの企画，開
発，計画，促進などの業
務における発想法，デザ
イン方法や業務管理方法
などについて指導する。
(デザイン実践 p117～
119) 
・マーケティングの概要，
市場調査，製品企画，宣
伝企画などについて，具
体的な事例について指導
する。(デザイン実践 p119
～132) 

○ ○ ○ 

工業的な見
方・考え方を
働かせてデザ
インについて
社会や生活と
の関係を踏ま
えて理解する
ことができる。 

工業的な見
方・考え方を
働かせて工業
におけるデザ
インについて
課題を見つ
け、その解決
に向け工夫す
ることができ
る。 

工業におけ
るデザイン
について自
ら学び、主
体的かつ協
働的に取り
組むことが
できる。   

6 

7 

9 

20   

(２)デザ
インと創
造活動 
ア．デザ
インの概
要 
 
イ．形態
観察と
標示 
ウ．色彩 

・デザインの意義と要素，
創造の意義と手法などに
ついて指導する。(デザイ
ン実践 p1～11) 
・ものの見え方，とらえ
方，表示及び表現の種類
と技法 について指導す
る。(デザイン実践 p18～
22) 
・デザインを行う上で必要
な色彩について指導す
る。(デザイン実践 p80～
94) 

○ ○ ○ 

工業的な見
方・考え方を
働かせてデザ
インにおける
観察や標示、
色彩について
理解し、技術
を身につける
ことができる。 

工業的な見
方・考え方を
働かせて創造
活動における
課題を見つ
け、その解決
に向け工夫す
ることができ
る。 

観察と標
示、色彩に
ついて自ら
学び、主体
的かつ協働
的に取り組
むことができ
る。 

 

10 

11 

12 

20   

(３)ビジ
ュアル
デザイン 
ア．ビジ
ュアル
デザイン
の概要 
 
イ．グラ
フィック
デザイン 
 
ウ．パッ
ケージ
デザイン 

・ビジュアルデザインの意
義，要素，視覚伝達の機
能などについて指導す
る。(デザイン実践 p136～
146) 
・宣伝媒体，広告デザイ
ン，編集デザイン，展示
計画などを取り上げ，機
能，目的及び手法につい
て指導する。(デザイン実
践 p147～154) 
・パッケージの種類，構
造，材質及びリユースやリ
サイクルなどの環境への
配慮などを取り上げ，機
能，目的及び手法につい
て指導する。 (デザイン
実践 p157～163) 

○ ○ ○ 

工業的な見
方・考えからを
働かせてグラ
フィックデザイ
ンやパッケー
ジデザインに
ついて理解す
ることができ
る。 

工業的な見
方・考え方を
働かせてビジ
ュアルデザイ
ンにおける課
題を見つけ、
その解決に向
け工夫し表現
することができ
る。 

グラフィック
デザインや
パッケージ
デザインつ
いて自ら学
び、主体的
かつ協働的
に取り組む
ことができ
る。 

 

1 

2 
12   

(４)プロ
ダクトデ
ザイン 
ア．プロ
ダクトデ
ザインの
概要 

・プロダクトデザインの意
義，要素，デザインプロセ
ス，デザインと材料，環境
への配慮などについて指
導する。(デザイン実践
p181～187) 

○ ○ ○ 

工業的な見
方・考えからを
働かせてプロ
ダクトデザイン
について理解
することができ
る。 

工業的な見
方・考え方を
働かせてプロ
ダクトデザイン
における課題
を見つけ、そ
の解決に向け
工夫すること
ができる。 

プロダクトデ
ザインつい
て自ら学
び、主体的
かつ協働的
に取り組む
ことができ
る。 

 

3 6   

(５)環境
デザイン 
ア．環境
デザイン
の概要 

・環境デザインの意義，要
素，デザインプロセス，デ
ザインと環境などについ
て指導する。(デザイン実
践 p281～287) ○ ○ ○ 

工業的な見
方・考えからを
働かせて環境
デザインにつ
いて理解する
ことができる。 

工業的な見
方・考え方を
働かせて環境
デザインにお
ける課題を見
つけ、その解
決に向け工夫
することができ
る。 

環境デザイ
ンついて自
ら学び、主
体的かつ協
働的に取り
組むことが
できる。 

 

計 70   
                       

 



令和５年度 

「１年実習」シラバス 
沖縄県立那覇工業高等学校 

教科名 対象学科 学年 科目名 単位数 学期 必修・選択 
工業 グラフィックアーツ科 １ １年実習 ３単位 全 必修 
使用教科書  補助教材  

 
 
○画像処理ソフトのPhotoShopの基本操作を学ぶ。 
○Ｔシャツプリントの作品を制作することで、孔版印刷の仕組みと技術を学習する。 
○SolidWorks、などの画像処理およびＣＡＤソフトの基礎を学ぶ。 
○校正機を使用して印刷の基礎を学習すると共に、印刷機の安全操作を覚える。 
 
 
○PhotoShopの基本的なツールの選択方法やパレットの扱い方を学習し、機能を理解する。写真の修正・加工する。 
○イラスト原稿ををカラーで作成し、色ごとに画線部を黒で作らせカラー印刷の仕組みを学習する。 
・版の準備やインク調合、感光乳剤や紫外線による焼き付けなど孔版印刷の技術を学習する。 
○クリエイター専用PC、液晶ペンタブレットによる簡単なデジタルペイント、モデリング、レンダリング等の各デー

タの作成と出力機器の基本操作を学ぶ。 
○印刷機の取扱いと安全管理について学習する。印刷作業を通してカラー印刷の仕組みと、印刷用紙の扱い方、また

後加工作業について学習する。 

 
 
１年実習の授業では出欠は基より、日々の授業態度、提出物で評価し(ABC)、学年末には年間を通して学習した各ロー

テーションの評価を総合的に判断し、５段階評定をします。 
評価の観点 内      容 評価方法 

① 知識・技能 グラフィックアーツに関する技術を実際の作業に即して総合的

に理解するとともに、関連する技術を身につけている。 
各ソフトの機能や技術の有

効的活用。学習した内容を

分かりやすくまとめたか。 
② 思考・判断表

現 
グラフィックアーツの技術に関する課題を発見し、工業に携わ

る者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解決す

る力を身につけている。 

作品発表やレポートの内容

や方法。 

③ 主体的に取

り組む態度 
グラフィックアーツに関する技術の向上を目指して自ら学び、

工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を身につけてい

る。 

授業参加態度、課題やレポ

ートの提出。 

 

 
 
 
○各ローテーション終了後、決められた期日までにレポートや課題の提出を行います。 
 

 

１．科目の目標 

２．学習の方法 

３．評価の方法 

４．その他 



年間指導計画表 

月 
予
定
時
数 

実
施
時
数 

指導
項目 指導内容（教科書） 

評価の観点 評価規準・評価方法 振

り

返

り 
知 思 態 知識・技術 思考・判断・表現 主体的に取り組

む態度 

4 3   

総合
実習 

・オリエンテーション 
・安全講習 
・施設見学 〇     

「実習」の学ぶ目
的、安全に実習を行
う方法をしっかり
と理解している。 

      

４
～
３ 

24   

要素
実習 

画像処理（フォトショップ） 
・Photoshopの使用方法の基礎を
学習する。 
・写真の明るさ、色味、彩度の
補正を学習する。 
・写真をトリミング、コピー、
フィルター等の加工を学習す
る。 
・ 写真の切り抜き、配置、マス
キング等の合成を学習する。 
・学習を生かし、photoshopを用
いたオリジナル作品を制作す
る。 

〇 〇 〇 

基礎的な画像処理
に関する知識と技
能を身につけてい
るとともに、それら
を応用し、自ら計画
して試行錯誤しな
がらグラフィック
作品を制作するこ
とができる。 
(評価方法) 
作品の製作過程、成
果物を総合的に評
価する。 

画像処理について、
学んだ知識、技術が
作品制作に際して
どのように応用で
きるかを考え、表現
を創意工夫するこ
とができる。 
(評価方法） 
レポート 

画像処理の技術の
向上を目指し、周囲
と協働しながら自
ら学ぶ態度が身に
ついている。 
(評価方法) 
学習態度 

  

４
～
３ 

24   

要素
実習 

スクリーン印刷 
・孔版印刷の概要、アイディア
スケッチ作成を学習する。 
・ポジティブの原稿作成による
画線部の作成を学習する。 
・版の準備インク調合、乳剤塗
布、乾燥、焼き付け、水洗を学
習する。 
・試し刷り、修正、本刷りを学
習する。 
・作品鑑賞、作品を考察する。 

〇 〇 〇 

孔版印刷の仕組み
シルクスクリーン
印刷の作成手順、技
術を身につけてい
るとともに、色ごと
に画線部を黒で作
成することでカラ
ー印刷について理
解している。 
(評価方法) 
作品の製作過程、成
果物を総合的に評
価する。 

スクリーン印刷に
ついて、学んだ知
識、技術が作品制作
に際してどのよう
に応用できるかを
考え、表現を創意工
夫することができ
る。 
(評価方法） 
レポート 

スクリーン印刷の
技術の向上を目指
し、周囲と協働しな
がら自ら学ぶ態度
が身についている。 
(評価方法) 
学習態度 

  

４
～
３ 

24   

要素
実習 

ＣＧ（２Ｄ・３Ｄ） 
・クリエイター専用PCの使用方
法を学ぶ。 
・画像処理ソフトから、それぞ
れの加工機を操作するソフトへ
のデータの受け渡しを行い、出
力する。 
・ レーザー加工機・切削加工
機・３Ｄプリンタの使用方法や
使用する材料について学習す
る。 

〇 〇 〇 

IllustratorPhotoS
hop、SolidWorks、
などの画像処理ソ
フト及び３Dプリン
トの材料の特性に
関する基礎的な知
識、技術を身に着け
ている。 
(評価方法) 
作品の製作過程、成
果物を総合的に評
価する。 

CGについて、学んだ
知識、技術が作品制
作に際してどのよ
うに応用できるか
を考察し、表現を創
意工夫することが
できる。 
(評価方法） 
レポート 

CGの技術の向上を
目指し、周囲と協働
しながら自ら学ぶ
態度が身について
いる。 
(評価方法) 
学習態度 

  

４
～
３ 

24   

要素
実習 

印刷機械 
・平版印刷の仕組みと工程の解
説。使用する機材、消耗品等の
安全な使用方法について学習す
る。 
・オフセット印刷機の操作につ
いて学習する。 
・さらに後加工である製本機や
断裁機の操作について学習す
る。 

〇 〇 〇 

平台校正機の操作
を通してオフセッ
ト印刷の仕組と技
術を習得している。 
(評価方法) 
作業過程、成果物を
総合的に評価する。 

印刷機械について、
学んだ知識、技術が
実際の作業に際し
てどのように応用
されているかを考
察し、技術の修得に
生かすことができ
る。 (評価方法） 
レポート 

印刷機械の技術の
向上を目指し、周囲
と協働しながら自
ら学ぶ態度が身に
ついている。 
(評価方法) 
学習態度 

  

2 3   

総合
実習 

ものづくり 
・並製本のメモ帳を作る。 

    〇 

    実際に自分で作れ
る日用品を作るこ
とを通し、ものづく
りに対する興味関
心を高め、自ら学び
工夫する態度を身
に着けている。 (評
価方法)学習態度 

  

3 3   

総合
実習 

・1年間の学習の振り返り 

  〇   

  学んだ4つの分野を
振り返り、自分の興
味関心や進路につ
いて建設的に考え
ることができる。 
(評価方法) 
ワークシート 

    

計 105   
    

 



令和５年度 

「工業技術基礎」シラバス 
沖縄県立那覇工業高等学校 

教科名 対象学科 学年 科目名 単位数 学期 必修・選択 
工業 グラフィックアーツ科 １ 工業技術基礎 ３ 全 必修 
使用教科書 工業技術基礎 補助教材  

 
 
○基本的なデッサン力を身に見つけ、モチーフの質感や形をとる技術を学習する。 
○ページレイアウトの基本ソフトである InDesign を使って基本操作を学び、利用技術を学習する。 
○スタジオ撮影の機材の取扱いと撮影の基礎を学習し、また PhotoShop の基本操作を学ぶ。 
○レーザー加工機、３Ｄプリンター等の取り扱いの基礎を学ぶ 

 
 
○デッサンに必要な用具の名称や扱い方を学習し、実際にモチーフの形をとる技術を学習する。また、

イーゼル、カルトンを使い、鉛筆デッサン（卓上デッサン、石膏デッサン等）を行う。 
○InDesign の基本的なツールの選択方法やパレットの扱い方を学習し、各ツールの機能を理解する。

基本的な図形作成と編集方法を繰り返し練習、レイアウトの仕上げに役立つ便利な機能を習得する。 
○スタジオ撮影に必要な機材や出力機器等（ストロボ装置、デジタルカメラ等）の扱い方を学習し、実

際にスタジオの人工照明活用による写真撮影する。撮影した画像を PhotoShop で修正・加工する。 
○材料実験では加工機ごとに、データの流れや材料に合った出力方法などを学習する。 

 
 
○ 次の四つの観点に基づいて４つの班をローテーションし、学期毎に評価し、１，２学期は素点化

(ABC)します。三学期は年間を通して総合的に判断して五段階評定をします。 
評価の観点 内  容 評価方法 

① 知識・技能  工業の各分野に関する基礎的な知識と技能を身につ

け，工業の発展と環境・資源などとの調和のとれたも

のづくりを合理的に計画し、実際の仕事を適切に処理

する技能を身につけている。 

レポートを提出させ実習

を振り返って確認させる。 

② 思考・判断

表現 
 工業技術に関する諸問題の適切な解決をめざして，

広い視野からみずから思考し，基礎的な知識と技術を

活用して適切に判断し，その結果を的確に表現し伝え

る能力を身につけている。 

機器の取り扱いや各ソフ

トの機能を活用している

かを評価する。 

③ 主体的に取

り組む態度 
 工業技術について主体的に興味・関心を持ち，その

改善向上をめざして意欲的に取り組むとともに,   社
会の発展に役立つ技術開発を積極的に学ぶ態度を身に

つけている。 

自ら進んで課題に取り組

んでいるかを判断します。 

 

 
 
○４つの班のローテーション終了後に各自レポートまとめて提出します。 

１科目の目標 

２学習の方法 

３評価の方法 

４その他 



５ 学習計画 

年間指導計画表 

月 

予

定

時

数 

実

施

時

数 

指導項目 
指導内容（教科

書） 

評価の観点 評価規準・評価方法 振

り

返

り 
知 思 態 知識・技術 思考・判断・表現 

主体的に取り組む態

度 

4 3   

(1)人と技術と
環境 
 ア 人と技
術 

・オリエンテーショ
ン 
・安全講習 
・「工業技術基礎」
を学ぶにあたって 
( 工 業 技 術 基 礎
P6~7) 

〇 〇 〇 

「工業技術基礎」の学ぶ
目的をよく理解させ，も
のづくりが工業技術の中
で果たしている役割につ
いての知識と技能を身
につけている。 

「工業技術基礎」で
は，何をどのように
学ぶのかを適切に
思考・ 判断し，そ
の結果を適切に相
手に伝える表現力
を身につけている。 

「工業技術基礎」で学
ぶ目的を理解し，工
業の各分野に共通す
る 知 識 や 技 術 に 興
味・関心を持つととも
に，実験・実習に主体
的に取り組む態度を
身につけている。 

レ
ポ
ー
ト
を
提
出
さ
せ
、
学

習
成
果
を
評
価
す
る
。
観

点
別
評
価
を
活
用
す
る
。 

４ 

～ 

５ 

24   

(1)人と技術と
環境 
 イ 技術者
の使命と責任 
 
(2)加工技術 
 ア 形態を
変形させる加
工 

「表示演習（デッ
サン）」 
・導入 
・表示練習 
・光と影 
・まとめ 
・鑑賞・考察 

〇 〇 〇 

製作実習をとおして，基
礎的な表示演習に関す
る知識と技能を身につ
け，グラフィックアーツに
おける商品開発や設計
を行う上でデザインが生
み出す付加価値や社会
的意義・役割を身につけ
ている。 

製作実習をとおし
て，造形への深い
観察から表現される
造形美と技術が融
合するように形状を
思考・判断し，デザ
インの向上をめざし
て創意工夫した表
現ができる。 

表示演習をとおして、
原理と技術を学び，
グラフィックアーツに
関する基礎的な技術
に関心をもって主体
的に取り組み，生産
活動を工夫する実践
的な態度を身につけ
ている。 

 

レ
ポ
ー
ト
を
提
出
さ
せ
、
学

習
成
果
を
評
価
す
る
。
観
点
別

評
価
を
活
用
す
る
。 

6 1   

(1)人と技術と
環境 
 ア 人と技
術 

・人と技術と環境 
(工業技術基礎 P8
～９，12～14) 

〇 〇 〇 

工業にたずさわる人と社
会とのかかわりや，これ
からの工業技術が担う役
割について理解し，実体
験の必要性を学び,  そ
の改善向上をめざす実
践的な知識と技能を身
につけている。 

工業にたずさわる
人と社会とのかかわ
りや，これからの工
業技術が担う役割
について社会体験
等を踏まえて思考・
判断し，その結果を
相手に的確に表現
し，伝える力を身に
つけている。 

工業にたずさわる人と
社会とのかかわりや，
これからの工業技術
が担う役割について
興味・関心を持ち，そ
の改善向上をめざし
て主体的に取り組む
実践的な態度を身に
つけている。 

レ
ポ
ー
ト
を
提
出
さ
せ
、
学
習
成
果

を
評
価
す
る
。
観
点
別
評
価
を
活

用
す
る
。 

７ 

～ 

１０ 

24   

(1)人と技術と
環境 
 イ 技術者
の使命と責任 
 
(3)生産の仕
組み 
 ア 生産工
程 

「DTP（InDesign）」 
・インデザインの
構造 
・基本操作 
・図形作成 
・編集操作 
・文字や画像のレ
イアウト 

〇 〇 〇 

DTP をとおして，基礎的
な DTP に関する知識と
技能を身につけ，グラフ
ィックアーツにおける商
品開発や設計を行う上
でデザインが生み出す
付加価値や社会的意
義・役割を身につけてい
る。 

DTP をとおして，紙
面構成から表現さ
れる造形美と技術
が融合するように形
状を思考・判断し，
デザインの向上を
めざして創意工夫
した表現ができる。 

DTP をとおして、原理
と技術を学び，グラフ
ィックアーツに関する
基礎的な技術に関心
をもって主体的に取り
組み，生産活動を工
夫する実践的な態度
を身につけている。 

レ
ポ
ー
ト
を
提
出
さ
せ
、
学
習

成
果
を
評
価
す
る
。
観
点
別
評

価
を
活
用
す
る
。 

10 1   

(1)人と技術と
環境 
 ア 人と技
術 

・知的財産とアイ
デアの発想 
( 工 業 技 術 基 礎
P16~19) 

〇 〇 〇 

知的財産の意義とアイ
デアを生み出す知識を
身に付け，具体的な発
想法生かして，社会の発
展をはかる創造的、実践
的な技能を身につけて
いる。 

知的財産とアイデ
アの発想について
その意義を考え，
新規なアイデアを
生み出す柔軟な思
考・判断ができ，そ
の成果を相手に適
切に伝える実践的
な表現力を身につ
けている。 

知的財産とアイデア
の発想に興味・関心
を持ち，先人がつくり
出したものを学び取
り，伝承・発展させる
ことのたいせつさやそ
の改善向上をめざし
てアイデアを生み出
し，社会の発展をは
かる主体的で実践的
な態度を身につけて
いる。 

レ
ポ
ー
ト
を
提
出
さ
せ
、
学
習
成
果
を
評
価

す
る
。
観
点
別
評
価
を
活
用
す
る
。 

10 

～ 

12 

24   

(1)人と技術と
環境 
 イ  技術者
の使命と責任 
(2)加工技術 
 イ  質 を 変
形させる加工 

「写真・スタジオ」 
・カメラの使い方
の基本 
・露出計の操作 
・ライティングの設
定方法 
・肖像写真・画像
処理の基礎 
・作品鑑賞とレポ
ート作成 

〇 〇 〇 

写真・スタジオ実習をと
おして，基礎的なカメラ
や撮影に関する知識と
技能を身につけ，グラフ
ィックアーツにおける商
品開発や設計を行う上
で写真が生み出す付加
価値や社会的意義・役
割を身につけている。 

写真・スタジオ実習
をとおして，写真か
ら表現される造形
美と技術が融合す
るように撮影環境を
思考・判断し，デザ
インの向上をめざし
て創意工夫した表
現ができる。 

写真・スタジオ実習を
とおして、原理と技術
を学び，グラフィックア
ーツに関する基礎的
な技術に関心をもっ
て 主 体 的 に 取 り 組
み，撮影方法を工夫
する実践的な態度を
身につけている。 

レ
ポ
ー
ト
を
提
出
さ
せ
、
学
習
成
果

を
評
価
す
る
。
観
点
別
評
価
を
活

用
す
る
。 



12 1   

(1)人と技術と
環境 
 ウ 環境と技
術 

・実験・実習報告
書の作成 
( 工 業 技 術 基 礎
P29~31) 

〇 〇 〇 

「実験・実習報告書の作
成」についてその意義を
よく理解し，作成法の改
善充実をはかり，実験・
実習の成果を定着させ
る知識を技能を身につ
けている。 

「学習成果の発表
の し か た 」 に つ い
て，適切に思考・判
断し，その改善向
上をめざして創造
的，実践的な表現
力を身につけてい
る。 

「学習成果の発表の
しかた」に興味・関心
を持ち，その改善向
上をめざして主体的
に取り組むとともに，
創造的，実践的な発
表態度を身につけて
いる。 

レ
ポ
ー
ト
を
提
出
さ
せ
、
学

習
成
果
を
評
価
す
る
。
観

点
別
評
価
を
活
用
す
る
。 

１ 

～ 

３ 

24   

(1)人と技術と
環境 
 イ  技術者
の使命と責任 
(3) 生 産 の 仕
組み 
 イ 分析と測
定技術 

「材料実験」 
・安全教育、出力
機器の説明 
・データ生成・材
料の特性 
・出力実習 
・データ修正・再
出力 
・考察・応用方法
の発案 

〇 〇 〇 

材料実験をとおして，基
礎的な材料に関する知
識と技能を身につけ，グ
ラフィックアーツにおける
商品開発や設計を行う
上でデザインが生み出
す付加価値や社会的意
義・役割を身につけてい
る。 

材料実験をとおし
て，造形美と技術が
融合するような材料
を思考・判断し，デ
ザインの向上をめざ
して創意工夫した
表現ができる。 

材料実験をとおして、
素材の特徴を学ぶと
共に，グラフィックア
ーツに関する基礎的
な技術に関心をもっ
て 主 体 的 に 取 り 組
み，生産活動を工夫
する実践的な態度を
身につけている。 

レ
ポ
ー
ト
を
提
出
さ
せ
、
学
習
成
果

を
評
価
す
る
。
観
点
別
評
価
を
活

用
す
る
。 

3 3   

(1)人と技術と
環境 
 ウ 環境と技
術 

・発表のしかた 
( 工 業 技 術 基 礎
P32~38) 

〇 〇 〇 

「学習成果の発表のしか
た」についての関連知識
を身につけ，その改善向
上をめざして，創造的で
実践的な発表の手法を
身につけている。 

「学習成果の発表
の し か た 」 に つ い
て，適切に思考・判
断し，その改善向
上をめざして創造
的，実践的な表現
力を身につけてい
る。 

「学習成果の発表の
しかた」に興味・関心
を持ち，その改善向
上をめざして主体的
に取り組むとともに，
創造的，実践的な発
表態度を身につけて
いる。 

レ
ポ
ー
ト
を
提
出
さ
せ
、
学

習
成
果
を
評
価
す
る
。
観

点
別
評
価
を
活
用
す
る
。 

計 105   
  

 



令和 5 年度 

「工業情報数理」シラバス 
沖縄県立那覇工業高等学校 

教科名 対象学科 学年 科目名 単位数 学期 必修・選択 
工業 グラフィックアーツ科 １ 工業情報数理 ３ 全 必修 
使用教科書 工業情報数理 補助教材 検定試験練習問題集 

 
 
○ 工業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、工業の各分野

における情報技術の進展への対応や事象の数理処理に必要な資質・能力を次のとおり育成することを目

指す。 

 
 
(1)工業の各分野における情報技術の進展と情報の意義や役割及び数理処理の理論を理解するとともに、

関連する技術を身につけるようにする。【知識及び技術】 
(2)情報化の進展が産業社会に与える影響に関する課題を発見し、工業に携わる者として科学的な根拠に

基づき工業技術の進展に対応し解決する力を養う。【思考・判断・表現等】 
(3)工業の各分野において情報技術及び情報手段や数理処理を活用する力の向上を目指して自ら学び、工

業の発展に主体的かつ共同的に取り組む態度を養う。【学びに向かう力、人間性等】 

 
 
○ 次三つの観点に基づいて学期毎に評価し、１，２学期は素点化(ABC)します。三学期は年間を通し

て総合的に判断して五段階評定をします。 
評価の観点 内  容 評価方法 

① 知識・技能  情報技術に関する基礎的な知識と技術を理解し、情

報技術を利用した情報の収集・処理・活用のために必

要な技能を身につけている。 

技能検定の採点基準に沿

った点数を技能点とする。 

② 思考・判断

表現 
 諸問題の解決をめざしてみずから思考を深め、問題

解決方法を適切に判断する能力を身につけており、情

報技術を活用して情報を処理・表現することができる。 

採点はプリントではなく、

作業工程を確認する。 

③ 主体的に取

り組む態度 
 情報技術に関する基礎的な知識と技術に関心をも

ち、その習得に向けて意欲的に取り組むとともに、実

際に活用しようとする創造的・実践的な態度を身につ

けている。 

与えられた問題は毎回出

力させ、チェックする。 

 

 
 
○検定試験の３級程度の技能は実社会では常識程度のレベルです。さらに上位級をめざして自宅や放課後の

時間を利用して練習するようにしましょう。 
○在学期間でワープロ１級、表計算２級の取得を目標に頑張りましょう。 
○学習の過程で自己評価を実施しますので、自らの学習状況をチェックし、目標到達に努めましょう。 

１科目の目標 

２学習の方法 

３評価の方法 

４その他 



月 

予
定
時
数 

実
施
時
数 

指導項目 指導内容
（教科書） 

評価の観点 評価規準・評価方法 振り
返り 知 思 態 知識・技術 思考・判断・表現 主体的に取り組む

態度 

4

～7 36   

(1)産業社
会と情報技
術 
ア 情報化
の進展と産
業社会 
 イ 情報
モラル 
 ウ 情報
セキュリテ
ィ管理 
 
(2)コンピ
ュータシス
テム 
 ア ハー
ドウェア 
 イ ソフ
トウェア 
 
(3)プログ
ラミングと
工業に関す
る事象の数
理処理 
 イ デー
タの入出力 

・情報化社会
のモラルと
管理（基礎） 
(工業情報数
理 P7～
13,16～27) 
 
 
 
・情報処理入
門 
(工業情報数
理 P29~42) 
 
 
・文書処理・
ソフトの操
作 
・文章入力 
(工業情報数
理 P46~47) 

〇 〇 〇 

・情報化社会で守る
べきモラルに、情報
技術を利用した法的
な根拠について理解
している。 
・情報モラル・情報
技術で利用する法
律、情報の不正利用
の技術的な防止方法
を調べ、まとめるこ
とができる。 
・コンピュータの構
成要素をハードウェ
アとソフトウェアに
区別でき、それぞれ
の特徴を理解してい
る。 
・MicrosoftWord を
使用した文書作成の
基本を理解し、キー
ボード入力ができ
る。 

・情報化社会で守るべ
きモラルについて具体
的に考え、たがいの意
見を述べたり発表した
りできる。 
・コンピュータの不正
利用防止のために、そ
れらの実態を知り、技
術的な対処方法が必要
であることが考察でき
る。 
・コンピュータがパソ
コンだけでなく、制御
や通信など多くの機器
に組み込まれて活用さ
れていることが考察で
きる。 
・ソフトの基礎的な作
成方法においてツール
を適切に活用し、スム
ーズな文書作成ができ
る。 

・情報モラル･情報技
術で利用する法律や
コンピュータの不正
利用対策・コンピュー
タウイルス、および、
それらの対策などに
関心を持ち、主体的か
つ協働的に取り組み、
学習態度は真剣であ
る。 
・現代社会では、コン
ピュータがどのよう
な特徴をもち、どのよ
うに利用されている
かなどについて関心
をもち、意欲的に学習
に取り組み、学習態度
は真剣である。 
・文書作成やキーボー
ド操作などに関心を
持ち、主体的かつ意欲
的に学習に取り組み、
学習態度は真剣であ
る。 

  

9

～12 

42   

(1)産業社
会と情報技
術 
 イ 情報
モラル 
 ウ 情報
セキュリテ
ィ管理 
 
(3)プログ
ラミングと
工業に関す
る事象の数
理処理 
 イ デー
タの入出力 

・情報化社会
のモラルと
管理（応用） 
(工業情報数
理
P14~27,235
～244) 
 
 
・ファイル管
理 
・文書処理・
ソフトの応
用 
・文章入力 
(工業情報数
理 P46~47) 

〇 〇 〇 

・情報化社会で守る
べきモラルに、情報
技術を利用した法的
な根拠について理解
している。 
・情報モラル・情報
技術で利用する法
律、情報の不正利用
の技術的な防止方法
を調べ、まとめるこ
とができる。 
・MicrosoftWord を
使用した文書作成の
基本を理解し、キー
ボード入力ができ
る。 

・情報化社会で守るべ
きモラルについて具体
的に考え、たがいの意
見を述べたり発表した
りできる。 
・コンピュータの不正
利用防止のために、そ
れらの実態を知り、技
術的な対処方法が必要
であることが考察でき
る。 
・ソフトの基礎的な作
成方法においてツール
を適切に活用し、スム
ーズな文書作成ができ
る。 

・情報モラル･情報技
術で利用する法律や
コンピュータの不正
利用対策・コンピュー
タウイルス、および、
それらの対策などに
関心を持ち、主体的か
つ協働的に取り組み、
学習態度は真剣であ
る。 
・文書作成やキーボー
ド操作などにより関
心を持ち、主体的かつ
意欲的に学習に取り
組み、学習態度は真剣
である。 

  

1

～3 27   

(2)コンピ
ュータシス
テム 
 ウ 情報
通信ネット
ワーク 
 
(1)産業社
会と情報技
術 
 ウ 情報
セキュリテ
ィ管理 
 
(3)プログ
ラミングと
工業に関す
る事象の数
理処理 
 イ デー
タの入出力 

・ネット活用
法 
・情報収集法 
(工業情報数
理
P209~221) 
・ネットセキ
ュリティに
ついて 
(工業情報数
理 P20~27) 
 
・ファイル管
理 
・文書処理・
ソフトの応
用 
(工業情報数
理 P46~47) 

〇 〇 〇 

・情報通信ネットワ
ークについて理解を
深めるとともに、イ
ンターネットを活用
した情報収取ができ
る。 
・情報化社会で守る
べきモラルに、情報
技術を利用した法的
な根拠について理解
している。 
・情報モラル・情報
技術で利用する法
律、情報の不正利用
の技術的な防止方法
を調べ、まとめるこ
とができる。 
・MicrosoftWord を
使用した文書作成の
応用を理解し、ブラ
インドタッチでキー
ボード入力ができ
る。 

・利用範囲によってネ
ットワークの種類を選
択することができ、そ
の違いについて表現す
ることができる。 
・インターネットを活
用した情報収集におい
て収集した情報を取捨
選択し表現することが
できる。 
・情報化社会で守るべ
きモラルについて具体
的に考え、たがいの意
見を述べたり発表した
りできる。 
・コンピュータの不正
利用防止のために、そ
れらの実態を知り、技
術的な対処方法が必要
であることが考察でき
る。 
・ソフト活用に慣れて
おり、ツールを適切に
活用し、よりスムーズ
な文書作成ができる。 

・情報通信ネットワー
クについて興味・関心
を持ち、インターネッ
トを利用した情報収
集を主体的に取り組
み、学習態度は真剣で
ある。 
・情報モラル･情報技
術で利用する法律や
コンピュータの不正
利用対策・コンピュー
タウイルス、および、
それらの対策などに
関心を持ち、主体的か
つ協働的に取り組み、
学習態度は真剣であ
る。 
・文書作成やキーボー
ド操作などに興味・関
心を持ち、主体的かつ
意欲的に学習に取り
組み、学習態度は真剣
である。 

  

計 105   
                   



 


